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君たちの笑顔は、

みんなの元気のもと

森江野季・ 保育所の子供たち。外では 。ピープー冷た

い風が舞ってても伺のその。元気に毎日を週ごしています。

ほんのり赤いほっぺ、好奇心いっぱいの脂…。

君たちの笑顔には 。みんなを元気づけてくれる 、とっ

ても不思議な力がある。そう 。君たちは私たちみんなの

未果なんだもの。



活力あふれる町づくり、

かで人にやさしい町づくりのために

国見町長 冨 永 武 夫

断
年
ち
け
ま
Ｉ
て
お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
ヒ

お
慶

び
中
Ｉ
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様

に
は
平
素

か
ら
町

政
各
般
に
わ
た
り
、
ご
支
援
。

ご
協
力

を
賜
り
、
感
謝
申
Ｉ
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
国
内
景
気
は

〃
昨
年
よ
り
下
落
傾
向
に
あ
り
、
政
府
鰹

済
見
通
Ｉ
で
も
、
昨
年
は
〃
向
に
上
昇
傾
向
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

Ｉ
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
、
財
政
構
造
改
革
法
を
〃

時
凍
結
Ｉ
、
緊
息
経
済
対
策

と
Ｉ
て
三
回
の
補
正
予
算
を
編
成
Ｉ
、

経
済
対
策

に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

Ｉ
か
Ｉ
、
『
長
銀
』
『
日
債
銀
』
を
は
ｒ

め
、
全
融
シ
ス
テ

ム
は

安
定
化
せ
ず
、
両
幕
行

が
破

綻
Ｉ
、
依
然
と
Ｉ
て
、
雇
用
、
消
費

の
面
で
不
安

が
残
っ
て
お
り
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
ま
Ｉ

た
。政

府
は
、
こ
の
蕨
Ｉ

い
経
済
状
況
に
鑑
み
、
二
十
一
日
発
ゑ
の

大
蔵
原
案
で

は
、
廸
頷
を
（

十
一
兆
（

千
六
百`
｛
’億
円
と
、
甘
年

１

五
・
四
9
6伸
？

、ｙ

め
こ

そ

兆
ｔ

咒

乗
蜀

呼

气

。

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
Ｉ

た
中
に
あ
っ
て
国
見
町
は
、
春

か
ら
の
天
候
不
順
に
よ

り
友
産
物
の
質
、
ｔ

、
価
格
の
面
で
低
下

が
あ
っ
た
上
、
（

月
末

の
大
雨
に
よ
る
水
書
な
ど
、
農
家
の
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
の
多

い
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

’
方
、
行
財
政
面
に
お
き
ま
Ｉ
て

は
、
景
気
の
影
響
は
税
収
面
で
は
若
干
あ
っ
た
も
の
の
、
当
初
予

算
額

四
十
六
偉
七
千
万
円
に
対
Ｉ
、
十
二
月

の
材
正
予
算
噸
で
は

約
五
十
｛

偉
五
千
六
百
万
円
ヒ
｛

○
・
四
％
の
伸
ぴ
と
な
り
ま
ｔ

た
。
こ
の
予
算

の
中
身

に
つ
き
ま
ｔ

て
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

造
成
事
案
関
連

の
各
事
業
、
淹
山
地
内
の
町
営
住
宅
建
設
事
案

を

は
ｔ

め
、
人
に
や
さ
ｔ

い
道

づ
く
り
事
案
な
ど
の
生
活
関
連
道
路
、

小
坂
ほ
場
整
備
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
案
な
ど
の
生
産
基
盤

整
備
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
平
成
十
二
年
度
よ
り
始
ま
る
介
護

保
険
制
度
平

備
、
住
民
基
本
台
帳
電
算
化
に
よ
る
各
課
オ
ン
ーフ
イ

ン
化
、
住
民
柔
、
印
蕭
証
明
ｔ

の
自
動
文
付
機
の
導

入
に
よ
る
休

日
に
お
け
る
対
応
、
さ
ら
に
は
昨
年
（

月
末

の
水
害
に
よ
る
各
種

対
策
の
経
費
な
ど
で
あ
り
、
当
初
で
計
画

い
た
Ｉ

ま
Ｉ
た
事
務
事

案
以
上
の
も
の
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
Ｉ
て
。
こ
れ
も
町

政
に
対
す
る
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

深
く
感
謝
を
中
Ｉ
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
て
、
断
た
な
平
成
十
一
年
を
迎
え
、
私
と
い
た
Ｉ
ま
Ｉ
て

は
、

’こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
Ｉ
、
町
民

の
心
を

心
と
Ｉ
、
と
も
に
歩

。`冷
濬
１
４
基
本
と
い
た
Ｉ
ま
Ｉ

て
、
国
見
町
の
二
十
一
世
紀
を
儿

ぶ

ズ
陌
Ｊ
汢

次
国
見
り
振
典
計
画
な
ど
の
具
現
化
を
進
め
る
次
の

炭

ぶ
冷
柱
と

い
た
Ｉ
ま
Ｉ
て
、『
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
ふ
れ
る

如

心
い
ふｒ

』
’ｔ
‰

心
皇
か
で
人
に
や
さ
Ｉ

い
町

づ
く
り

』
に
全
力



豊かで住みよい

心豊

汾

瞬

感

＆
（

喰

い
る

所
存

で

ご

ざ

い
ま

す

。

『
　
冫

搬

尠

汕

柱

は
。「

だ

れ
も

が
希

望

を

持

ち

、

住

ん

で
良

か

っ

覡

む

。
叭

づ

ぐ
り

」

緊

｛
一
一
匹

沢

冫

地

条
件

を

生

か
Ｉ
ヽ

均

衡

の

ヒ

れ

た

快

適

な

四

餓

皿
心

球

’湍

齢

化

社
会

に
対

応

で

き

る
健

康

で

安

心
な

町

ｙ

匹

匹

心
ｍ

臨
一

’『
産
案

の

盛

ん

な

活
力

あ

ふ
れ

る

町

づ
く

り

』

薗

昔

『
彳

代

を

担

う
青

少

年

の
育

成

を

目

指

す

教

育

と

浹

化
　

町
づ
・
く

り

て

ぷ
気

心

鈩

叭

襖

行

財

政

体
制

の
充

実

』

で
あ

り

ま

す

。

一一一
匹
ｙ

七
　
　

基

づ
き

ま
Ｉ

て
（

Ｉ

ド
面

で

は
、

小

坂

地

区

ほ

犀

だ

倩
作
一
匹
一
球

村

総

合

整

備

モ
ｒ

事
業

、

裏

林

道

の
整

備

事

頴

蓉

１

壟

整

備

、

圃

見

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン
関

連

事

業

。

上

房

奪

冫

号

乱

遣

整

備

事

業

な

ど

の

生

活
基

盤
整

備

、

学

校

顯

瘠

懸
ｆ

ｔ

業

な

ビ
の

教

育

施

設

の

整
備

一

方

ソ

フ

ト

癲

で
』

キ
ｙ

ｗ

ｔ

二
年

度

開

始

の

介

護

保

険
制

度

の

た

め

の
平

備

一一一
Ｊ

ら

Ｘ

Ｊ

町
が

平

成

十

三

年

度

か

ら

十

年
先

を
見

据

え

た

『
第

－
ｗ

顰

咽

億
万

剱

興
計

画
』

の
策

定

作

案

な

ど

、
重

妥

事
業

が
山

積

海

曹

蜃

″
ま

す
・
崕

、
ら

り

高

齢

化
・

少

于

化

の

連

行

や
四

際

化

一
侶

枳

刹

懈
す

ら
変

化

に
竍

応

す

べ
く

普

施

策

の

推

進

が
緊

息

駟

啀

ぷ

ら
で

Ｉな
り

、

こ

れ

ら

の
課

超

を

着

実

に

連

め

て

ま

い

聆

｛

卜

紬

ぴ

ぐ

の
与

頭

に
あ

た
り
ヽ

″
政

の

一

端

を
申

ｔ

吸

。７

収

た

が
二

銀

。在

低
迷

ｌ
、７

お
り

ま

す

経

済

状

を

が

一
刻

も

’
４

ｔ
い
い

参

４

こ

と

を
期

待

Ｉ

て

お

り

ま

す
・

灘

一
い
冖

に

れ

て

も
、

一
万

二
千

町

民

の

皆

様

の

お

力

‐
‘
’肘

府

‰

ど

か

ダ

矼

ら
、

二

十

一
世

紀

に
向

け

た

『
皇

″

で

住

嶐
ｗ

Ｍ

、活
’咄
“
あ
。ふ
。れ

る

町

づ

く

り

』
、

そ

Ｉ

て

『

心
豊

か

で

人

に

作四
万

Ｊ
ｙ

ｔ

ぞ

く

力

』

に

全

力

を

傾

注
Ｉ

て

ま

い
り

ま

す

の

で

、

ｗ

Ｊ

心
Ｊ

Ｊ

り

ぬ
恥

支

援

。

ご
協
力

を

賜
り

ま
す

よ

う

、

お

願

い

廿

防

叶
ｆ

』じ

に

町

民

皆
様

方

に

と
り

ま
ｔ

て

、

幸

せ

靡

、

な

り
ｔ

す

よ

う

、

心
か

ら

お

祈
り

中

ｔ

上

げ

ま
Ｉ

て

、

吩

七

一
席

叺

。い
ヤ

ー

寸
・



良い年を

お迎えください

廴

．
．月

．
．
十
四
日

、
町

の
社
会

福

阯

協
議
会

と
日

赤
本

仕
団

の
会
員

が
、

観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー

に

．
人

暮
ら

し

の

お
年
寄

り
を

招
い
て

、

お
い
し

い
予
料

理
を

ご
ち
そ

う
し
ま

し

た
．

こ
の

催
し

は
、

一
人
暮

ら
し

の

お

年

寄
り

に
さ

び
し

さ
を
紛

ら
わ

し
、

元

気
に

新
し

い
年

を
迎
え

て
も

ら

お

う
と
、

昨
年

か
ら

行
わ

れ
て

い
る
も

の
で
す

．

今
年

は
、

町
社

会
福
祉

協
議

会

と

町

日
赤

奉
仕

団
の

会
貝

に
加

え
、
藤

田

保
育

所

・
年
長

組
み

の
子
供

た

ち

も

．
緒
に
モ

チ

つ
き
を
し

ま
し

た
．

つ
き

あ
が
っ

た
モ

チ
は

、
会

員
の

お

母

さ

ん
た

ち
に
よ

っ
て

、
お

い
し

い

あ
ん
こ

と
雑

点

に
．
ま

た
、

一
方
で

は
、
付
け
合
わ
せ
の
料
理
も
手
際
良

く
で
き
あ
が
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
慰
労
会
の
始
ま

り
で
す
。
冨
永
町
艮
と
古
田
町
議
会

議
長
が
「
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で
す
が
、

牟
仕
団
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た

手
料
理
と
園
児
た
ち
の
お
芝
居
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
来
年
も
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。

招
待
さ
れ
た
お
年
寄
リ
た
ち
は
、

子
供
た
ち
の
お
芝
居
を
見
な
が
ら
、

お
い
し
い
雑
煮
や
手
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
合
間
に
は

ｆ
供
た
ち
が
作
っ
た
鉢
航
え
の
花
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一人暮らしのお年寄り

慰労会



山
が
泣
い
て
い
ま
す

不法投棄

ごみ回収

不
法
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
同
収

作
業
が
、
十
二
月
九
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
ト
ラ

ッ
ク
七
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
年
三
回
目
に
な
る
不
法
投
棄
ご

み
の
回
収
作
業
は
、
町
保
健
委
員
と

町
職
員
に
加
え
、
町
商
工
会
青
年
部

員
も
初
め
て
参
加
し
。
二
十
人
ほ
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
沖
貿
志
山
と
山
崎
山
の
林
道
。

小
坂
峠
の
三
か
所
を
巡
回
し
、
林
遵

わ
き
の
土
手
や
枯
草
の
中
か
ら
タ
イ

ヤ
や
自
転
呶
、
工
事
用
廃
材
、
ガ
ラ

ス
び
ん
、
空
き
缶
。
洗
濯
機
な
ど
が

次
々
と
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も

’
番
多
か
っ
た
の
が
古
タ
イ
ヤ
で
し

た
。
そ
の
数
は
百
本
を
超
え
、
ト
ラ

ッ
ク
一
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

ご
み
が
不
法
に
拾
て
ら
れ
て
い
る

場
所
は
い
ず
れ
も
山
の
中
と
あ
っ
て
。

急
な
斜
面
で
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
引

き
上
げ
た
り
、
手
渡
し
で
回
収
し
た

り
。
参
加
者
は
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
あ

き
れ
な
が
ら
も

。
生
懸
命
に
作
業
を

し
ま
し
た
。
約
五
時
閥
ほ
ど
の
作
業

で
回
収
さ
れ
た
ご
み
は
約
三
・
五
ノ
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
に
運
ぱ
れ
、

分
別
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
に
、
町
で
は
監

視
を
続
け
ま
す
。

不法投棄をすると…

1 贋豐1邨7）処理及び涓丹|こ閔する漉律」という法擇め吻 り豕す．この中に．

ごみを不法に投 猥した嵋合の罰則が足めらｎています．そ
ｎ は ｒ１年以下の

懲役、又は３００万円以下の飼奩を利１」というもので・ ．

また．ごみの不法投懼防止のため、襴舉襴でも巡自をしてい 豕Ｊ ．こｎ ら

のごみを窟見したときは．ごみを一つ一つ円念に飼ぺ、捨てた人そ探し出し

まｌ 。讎が周題でlj面りません．捨てること が同霜なのです．ｌ 惆な場合は

棧挙さｎることもあります．



1
2月
の

グ

ラ

ビ
ア

十
一
一
月

こ

・
日

、

観

戸
．台

艾

化

セ

ン

タ

ー

で

国

見

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

結

成
一
三

周

年

記

念

誦

渭

会

と

式

興

が

行

わ

れ

ま

し

た

．

同

会

式

で

は

、

八

巻

良

一

会

杤

が

「

こ

れ

か

ら

も
チ

ー

ム

の

輪

を

Ｋ

　
リ

．

終

わ

り

の

な

い

ゴ

ー

ル

を
９

帯

し

て

鍛

蝕

し

て

い

き

ま

す

」

と

あ

い

さ

つ

、

央

寶

と

し

て

出

鷹

し

た

冨

永

町

長

は

「
一

見

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

活

動

は

．

町

の

ス

ポ

ー

ツ

陥

興

に

大

き

な

西

献

を

し

て

い

ま

す

」

と

お

祝

い

を

述

べ

ま

し

た

．

引

き

続

い

て

．

．兀

読

売

巨

人

軍

の

中

畑

漓

さ

ん

の

講

演

会

。
Ｃ
‐
だ

さ

ん

は

．

「

人

の

卿

み

が

わ

か

ら

な

い
了

哄

が

多

く

な

っ

た

．

ス

ポ

ー

ツ

を

通

し

て

思

い

や

り

の

心

を

萼

ん

で

ほ

し

い

」

と

．

自

ら

の

体

験

晨

を

パ

フ

ォ
ー

マ

ン

ス

を

交

え

な

が
ら

．

舶

っ

ぽ

く

語

り

ま

し

た

．

文
化
財
を
守
ろ
う

県

内

で

も

危

大

級

の

石

組

み

複

式

炉

を

持

つ

縄

文

吋

代

の

竪

穴

住

居

跡

の

『

岩

淵

輿

跡

』

。

昭

和

五

十

年

代

に

発

兇

後

。

復

元

さ

れ

、

町

指

定

文

化

財

と

な

っ

て

か

ら

は

、

小

中

学

生

が

歴

史
の

勉

強

に

活

用

し

た

り

。

爾

心

な

考

も

掌

フ

ァ

ン

が

訪

れ

た

り

し

て

き

ま

し

ｔ

。

し

か

し

。

カ

ヤ

の

老

朽

化

が

洫

み

。

全

面

的

な

ふ

ぎ

替

え

が

必

蓉

に

な

７
で

い

ま

し

た

。

昨

年

の

秋

。

人

木

戸

地

区

に

捫

爿

遺

跡

保

η

会

が

姑

成

さ

れ

。

十

一

月

二

十

九

Ｂ

。

ふ

き

替

え

に

哽

う

カ

ヤ

の

刈

り

取

り

作

業

が

県

北

浄

化

セ

ン

タ

ー

地

内

で

、

令

員

匹

十

人

に
£

え

冨

永

町

艮

も

参

加

し

て

ｙ
！

３
；
Ｉ
。
“
４
・
。
―

‐
Ｉ

丶・ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
！

Ｊ

Ｉ

！

一

曲

一

ロマンチックな

光のオブジェ

今年も，クリスマスに凭が1づて｡12 月23日から元日の夜まで，

珂建賀志LLにツリー型の人きなイルミネーションが浮かび上が

りました。山頂から放射状に伸びた僵しいオレンジ色の光が。

ほんわりと冬の夜空を彩りました。この催しは，网の活性化を

願う「国見トライアングルクラブ」が行っているもので。今年

で 石回目で・ 。40 人の会員とポランティアたちが｡100 ワッ

トの電球を５メートル眤隔で取り付けたロープ10 本を山頂か

ら触射状に張り巡らして作リこげた幻想的な光の作品･･･。

23 印こは。点灯と同時に150 発の花火が打ち上げられ，見

上げる人たちをロマンチックに魅了しました。

さんを招いて

記念式典



介護保険について学ぶ
平
成
十
二
年
度
が
６
略
ま
る
介
塵
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
誦
濔
会
が
十
二

月
十
三
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
渡
辺
康
天

県
社
会
福
祉
協
讀
会
副
会
長
。
今
。
辯
も
間
心
の
あ

る
話
題
に
つ
い
て
の
鴣
演
会
と
あ
っ
て
。
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
功
れ

ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
富
永
町
長
が
「
す
で
に
導
入
が
決
豕
っ
で
い
る
介
牘
限
険

制
度
で
す
が
。
運
営
す
る
町
に
は
い
ま
だ
に
詳
冊
な
悁
報
が
伝
わ
っ
て
き
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
日
の
斜
演
会
を
Ｉ
い
て
。
こ
の
制
度
の
こ
と
を

少
し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
忠
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
百
五
十

人
の
聴
衆
は
。
ビ
デ
オ
を
見
た
り
。
メ
干
を
と
っ
た
り
し
て
『

熱
心
に
ｎ

を

傾
け
ま
し
た
。

刈
り
取
ら
捫
だ
カ
ヤ
は
．
曜
ト
ラ
ッ
ク
ニ
↑
台
分
．「

乾
喙
し
だ

偖
『

遺
野
の
‥ぼ
唳
と

い』で
利
用
さ
ｎ
Ｊ
４
．

中畑清

ご寄付ありがとうございます

・ ＪＡ祭り実行委員会

佐験侑雉さんと玉手昊孑さんが，11月７日と８日に

開催された戔４回ＪＡ祭りの鰾に行ったチャリティー

バザールの座金を電社会福祉協議会に苟付してくださ

いましむ｡ 「吐会福祉に役立ててください」とお二人｡｡r

ありがとうございます。罰意彊に便わせていただき

ま萼」と冨永网長。･:写齊＝左il

●藤田小PTA
蓐日 一雄 さん と舟山 峰了さ ん がP  T  A バザーの 益

金の一部を町社会福祉協議会に 寄付し てく ださいまし た。

あり がとうござ います。･, 写 齊＝石I:･

福島県統計協会表彰

11 月27 日に 行わ れた 褊局葆 統g↑功 労 宿萇 彫式で ．岩城

重夾さんll写爽＝ 匕 が 繭知亭表彰を ，菊地恒夫さん; 囘＝下．

が県 統l↑協会員表 彫を受 賞しｌ しｔ｡ こ のｉ 彰は良く 統it

詞査に携わり ．綉ltのｌ 及と冐,厦に貝嵋.し た万;こ喝ら れま１ ．

鬯 城さん第 25  以上 ，菊 地さん157 年以 上1_･の.  に

譌蒼 員とし ての自覚 を拷 芍 ．綬i↑ぶ采の 目釣 を十 分に 理鬮

し て ．その 任務の 逮行に あた っているこ とが麗 めら れての

受賞 で１ ．

統 計調査に は ．国 勢岡 査のほ かに ．工 賽銭 訓調 貴や襴林

業セン サ スな ど があ り ．こ 夕'ﾐら の調査 珞東iJ. 乖や 頻 ．ｉ

己り村が冫jうさ まざ まな施樋の企画・ 貫の基碌淌豕1となりま７．



保健だより

濔ｉ 纂祉貳丿呆(  5 目 5 ) 27『今年も元気に暮らし

ましょう

１ 歳６ か 月 児 健 診

骸　　 当　　 幼　　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　 問 � 場　　 所

平 成９年７月～

平 成９年 ９月生まれの幼児 �
３月１１日(和 � 午後１時30 分～２時 �

観月台文化センター

大研修室

☆内科と自科の医師の診察 ．鈿科衛生士によるＳみがき指導 ，生活保健指導．身長 一体重測１

☆母子手帳と１頏６か月児傭診 査 表 (必要事項を配入）を忘れずに

乳　児　健　診

該　　当　　乳　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　 間 � 場　　 所

・3か月児（平成10年11月生まれ）

・9か月児（平成10年5月生まれ） �
３月25日(木) � 午後1  時 30分～2 時 �観

月台文化セン ター

第 １和室

☆医師の指導、身長・体重測定 、謁乳．曜乳．家族計・ などについて

☆母子手帳を忘れずに

十
二
月

十
六
日

。
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て
公
立
藤
田
総
合
病
院
内
科
の
佐
藤
名
二

先
生
を
講
師
と
し
て
高
脂
血
症
教
室
が
開
催
さ

れ
、
約
三
十
人
が
参
扣
し
ま
し
た
。

高
脂
血
症
と
は
。
血

液
中
の

中
性
脂
肪
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
芻
が
高
い
状
一

を
い

い
ま
す
。
特
に
自
覚
症
状
も
あ
り
ま
せ
ん

し
。

す
ぐ
に
入
院
と
か
治
療
が
必
嬰
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
周
こ
の
状
態
が
続
く

と
勧
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
『

狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
こ
の
病
気
と
自
分
の
体
の
状
態

を
よ
く
理
解
し
て

。
そ
れ
に
あ
っ
た
食
生
活

。

そ
し
て
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ

。
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

高
脂
血
症
教
室

◆病態別健康教室を

開催します◆

町では。痢態ごとにテーマを絞って次

のとおリ健康敏窒を開催し ます。該当す

る力や聹珠のある方は受臈してみてはい

かがでし ょうか。なお ，日程などの畔し

いことは後日回覧いたします。

・高血圧教室・糖尿病教室

・骨粗鬆症教室

◆予防接種～三種混合について◆

三佃混合は１期とし て初回襴槽３回。初回擢橿終了後12 か月から18 か月

の問に追加搜種を１回行います。また．Ｉ期とし て11 熾から12  歳 (通常小

字６年）になったときに二種混合で追加播佃をllj 行います 健 実な免疫

をつくるには。決めら れたとおりに受けることが大切です。回数が多いの

でもう一度母子手帳を寉認し 。接種も れがないように注意してください。

万一、間隔があいてしまった場合でも、はじめからやり合すことはせず

に規定の回散をこえないようにし ま１．

・該当乳幼児…生後３か月～７廐６か月未満の乳幼児



保育所の 子どもたち

う れし い お 手 伝い

先
日

、
保
育
所
で

カ
レ
ー
パ
ー

テ

ィ
ー
を

開
き
ま
し

た
。
朝
か
ら

子
供

た
ち
は

、
エ
プ
ロ

ン
や

三
角
巾

を
つ

け
て
大
張

り
切
り
。

緑
風

園
で
お
年

寄
り
と
一

緒
に
掘

っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ

、
ニ
ン
ジ
ン

、
夕

マ
ネ

ギ
の
水
洗

い
や
皮
む
き

を
し
た

り
、

カ
レ
ー
ル

ー
の
箱
を
あ
け

た
り
、

材
料

を
給
食
室

へ
迎
ん
だ
り

。
そ
れ

ぞ

れ
の
年
齢

に
応
じ
て
で
き

る
お
手

伝

い
を
し
ま
し

た
。
大
な

べ
に
材
料

が
入
る
と
、

カ
レ
ー
の
歌

を
歌
っ
た

り
し

な
が
ら

で
き
あ
が

る
の
を
待

ち

ま

し
た
。
そ

し
て
、
園
内

に
カ
レ

ー

の
香
り
が

漂
っ
て
く
る

と
パ
ー
テ
ィ

ー
の
始
ま
り

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ご
家
庭
で
子
供
た
ち

は
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
か
。

保
育
所
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
を
ふ
い

た
り
、
給
食
を
配
っ
た
り
す
る
お
当

番
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
そ

の
日
が
待
ち
達
し
い
く
ら
い
、
お
手

伝
い
が
大
好
き
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
、
ご
家
庭
で
も
小
さ

い
子
供
に
も
で
き
る
お
手
伝
い
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
励
ま
し
な
が
ら
。

。
緒
に
仕
事
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
す
。『
お

願
い
ね
』
と
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

子
供
た
ち
は
、
き
っ
と
張
り
切
っ
て
、

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
よ
。

（
藤
田
保
育
所
長

木
口
絹
子
）

まち

再発

見

くにみの

民話かるた

こ
れ
は
、
石
母
田
と
貝
田

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
話
で

す
。む

か
し
、
石
毋
田

に
鬼
元

治
と

呼
ば
れ
た
悪
人

が

い
て

、

こ
の

男
、
お

い
は

ぎ
は
す

る
、

ば
く

ち
は
打
つ

、
母
親

に
さ

え
手

を
上
げ

る
乱

暴
者
。
そ

の
Ｅ

、
殺
生
も

大
好
き
で

、

こ

と
も
あ
ろ

う
に
あ
る
年

の

正
月
元

旦

。
朝

早
々
と
母

親

が

必
死
に
止

め
る
の
も
き

か

ず

、
鉄
砲
打

ち
に
出

か
け

た

そ

う
で
す
。

と
こ
ろ
が

家
を
出
て

い
く

ら
も

い
か
な
い
う
ち

に
。
今

ま
で
兇
た
こ

と
も
な

い
美
し

い
鳥
が

い
る
の
を
見

つ
け
た

の
で
す

。
元

治
は
さ

っ
そ
く

こ
の
鳥

を
殺
そ
う

と
ね
ら

い

始
め
た

の
で
す
が
、

そ
の
囗

に
限
っ
て
、

う
っ
て
も

う
っ

て

も
弾
は
外

れ
る
ば
か
り

。

と
う
と
う
そ

の
鳥
を
追

い
続

け

、
貝
田
の

お
林
ま
で

行
っ

て
し
ま
っ
た

と
い
う
の

で
す
。

仕
方
な

い
、
少
し
休
も

う
と
、

た
き
火
な

ど
し
て

い
る
と
、

突
然
、
降

っ
て
わ

い
た
よ

う

に
大
き
な
天

狗
が
・現

れ
、
驚

く
元
治
を

む
ん
ず
と

つ
か
み
、

た
き
火

の
燃
え
さ
し
で

所
か

ま
わ
ず
打

ち
す
え

、
こ
ら
し

め
た
の

だ
そ
う
で

す
。
こ
れ

に
は
さ

す
が
の
元

治
も
傷
だ

ら
け
。

命
か
ら
が

ら
、
や
っ

と
家

に
帰
り
首

い
た
と
き
は

虫
の

息
。
人
々

に
前
非
を

悔

い
な

が
ら
死
ん
で

し
ま
っ
た

と

い
い
ま
す
。

神
様
の
戒

め

だ
っ

た
の
だ
ろ

う
と
伝
え

ら

れ

る
お
話
で
す

。

ろ
く
で
な
し
の

鬼

の
元

治

も

改
心
し



申
告
相
談
は
２
月
９
日
か
ら

国
見
町
で
は
、
二
月
九
日
か

ら
三
月
十
五
口
ま
で
の
日
程
で
、

町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
侮
相

談
を
行
い
ま
す

。

こ
の
申
告
は
、
昨
年
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
の

所
栂
を
申
告

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
平
成

十
一
年
度
の
町

県
民
税
や
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基

礎
と
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
は

。
必
要
な
書

類
を
持
参
し
て
、
申
告
者
本
人

が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に

必
要
な
も
の

【
所
得
・
経
費
関
係
書
類
一

▼

農
業
を
し
て
い
る
方
…
◇
農

産
物
の
収
入
金
証
明
番

ま
た
は

明
細
蠢
◇
水
稲
、
果
樹
．

養
蚕

等
の
受
取
共
済
金
明
細
咨
お
よ

び
果
樹
、
養
蚕
の
支
払
共
済
金

の
領
収

証
◇
人
良
只

等
を
弔
成

十
年
中

に
購
入
し
た
方
は
、
そ

の
領
収

証
◇
雇
人
お
よ
び
作
業

委
託
が
あ
る
鳩
合
は
、
そ
の
領

収
証
◇
Ｊ

Λ
伊
達
み
ら
い
農
業

協
同
組
合
発
行
の

『
Ｊ

Ａ
取

引

明
細
喬
』
等
を
利
用
す
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
収
支
内
訳
杳
（
農

業
所
得
用
）
に
記
峨
の
上
、
申

告
柵
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
粟
・
商

売
等
を
し
て
い
る

方
…
売
り
上
げ
、
仕
入
れ
、
経

費
な
ど
の
諸
帳
簿

▼
土
地
、
建
物
な
ど
の
譲
渡
が

あ
る
方
…
売
買
契
約
書
ま
た
は

買
取
証
明
書
な
ど

▼
給
与
・
年
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
方
…
源

泉
徴
収
禀
ま
た
は

支
払
副
書

▼
日
雇
い
や

パ
ー
ト
な
ど
を
し

て

い
る
方
…
給

与
証
明
書
（
源

泉
徴
収
累
な
ど
）

【

所

得

控

除

関

係

與
】
類

】

▼
生
命
保
険
料
。
佃
人
年
金
保

険
料
（
十
年
以
上
の
掛
金
）
、
生

命
共
済
の
支
払
証
明
書

▼
建
物
共
済
お
よ

び
火
災
保
険

料
な
ど
の
損
害
保
険
料
の
支
払

証
明
書

▼
医
療
費
支
払
証
明
書
（
支
払

っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
％
ま

た
は
十
万
円
を
超
え

る
場
合
）

▼
そ
の
他
、
必
嬰
と
認
め
ら
れ

る
書
類
な
ど
。

★
問
い
合
わ
せ

税

務
課

課
税
係

公
（
５
８
５

）
2
7
7
8

申告相談日程

賢付月日 �　 町内 会 名(
午翳9畤から11畤l)分まで)�　　

町 内 会 名(
午後１畤から午後４畤まで)

2月９日閃 �小坂 �大田川
10日啝 �板橋 �前田

12日窗 �泉岡上 �泉田中
15日原 �泉田下 �鳥取
16日脚 �内谷西 �内谷朿
17日啝 �只田北 �只田肉

18日C匐�人木戸 �高城
19日㈲ �山根 �光明寺
22日吻 �鶉町、上野 �瀛宗山西・東・北、大坂

23日脚 �山叫北、滝山．小林 �山崎朏.山崎小黝.山崎宮前
24 日 �石毋田東 �石毋 田 . 石毋田北
25 日 �石母01原 �石衂田西
26日Ｓ �駅前．錦町．本町 �大町南、大町北

3月１日ｌ｝�耕谷、宮舘、山崎沢田 �宮町南．藤田光陽
２日脚 �宮東．町東 �宮町北、藤田宮前
３日冰》�原町 �築館．沚柳

４日吻 �北郎、中郎 �川内
５日洫｝�森iT野第１ �麻江野揶２
８日涓｝�森征野第３ �森江lf第４
９日脚 �森江野第５ �森iElf第６

10日南 �森江野第７ �森江野第８
Ｕ日栄 �森江 第 9 �森江野第10

12 日 �森江屶卵ll �庫江夕f第12
15日(月)� 指 定 な し

★ 金場は 役場 第１会議室( ２階)です。

★ 悦務瞿で申告される方。税務署から案内を受 けている方は 、

国見町で申告相談する必妥はありません、

★混雑を避けるため、指定期日においでく ださ い。

還付申告も

お早めに
確定申告をする必要のない 給与所得者でも、次のよ

うな場合には確足申告をすると、源泉徴収された所碍

税が遡付されることがあります。

・マイホームを住宅ロ ーンなどで取得したとき

・多額の医療費を支払ったとき

・災害や盗難にあったとき

・退職し、再就職していないときなど

★問い合わせ
福島 税 務署　(  534 ) 3121
税務課 課税係　 酋( 585 ) 2778



いんふお
め～しょん

募
　
集

町
の
奨
学
生

町
で
は
、
経
済
的
な
理
山
で

修
学
が
困
難
な
方
に
無

利
子
で

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て

い
ま
す
。
奨
学
資
金
に
は
、

高

校
や
商

卑
。
大
学
に
在
学
し
て

い
る
学

生
な
ど
に
貨
し
付
け
る

修
学
賢
金
と
。
こ
れ
ら
の
学
校

に
入
学
す
る
際
に
貸
し
付
け
る

入
学
支
度
賢
金
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

◆
修
学
賢
金
▼

貸
付
額
◇
高
校

・・
こ

万
円
以
内
◇
高
専
・・
二

万

五
千
円
以
内
◇
大
学
：
こ
一
万
円

以
内
▼
貸
付
期
間
・：
早
成
ｔ

一

年
四
月
か
ら
最
短
鏐
学
期
問
▼

返
還
方
法
…
卒
業
後
六
か
月
後

か
ら
十
年
以
内
。
無
利
子
◆
入

学
支

度
資
金

▼
貸

与
額

◇
高

校
・
高
専
・：
十
五
万

円
以
内
◇

大
学
…
二
十
五
万
円
以
内
▼
貸

付
方
法
…
四
月
に
入
学
支
度
賢

金
と
し
て
一
括
貸
付
▼
返
遷
方

法
：
ｉ
」
成
十
一
年
四
月
か
ら
修

学
期
間
内
に
返
遥
。
無
利
子
◆

募
集
人
員
…
ど
ち
ら
の
資
金
も

若
干
名
◆
申
込
受
付
刈
閥
…
一

月
十
一
口
か
ら
二
卜
二
日
ま
で

（
た
だ
し
。
土
叫
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）
◆
申
込
先
…
学
校

敏
育
課
（
商
校
と
高
専
の
進
学

予
定
者
は
、
巾
学
校
へ

お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
◆
そ
の
他
…
◇

他
の
奨
学
資
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
◇
申
込
書
は
学
校
教
育

踝
に
あ
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

ｎ
（
５
８
５
）
2
8
9
2

女
性

の

た

め
の

パ
ソ

コ

ン

講

座

再
就
職
を
希
里
す
る
女
性
を

対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
講
習

会
で
す
。

▼
科
目
・；
パ
ソ
コ

ン
初
級
▼
内

容
…
表
計
算
ソ

フ
ト
を
使

い
、

表
計
算
部
門
三
級
を
目
指
し
ま

す
▼
期
間
・：
二
月
十
日

（
水

）

か
ら
三
月
十
一
日
（
木

）
ま
で

の
月
曜
Ｕ
か
ら
金
曜
日

ま
で
▼

時
間
…
午
的
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
▼
会
場

・：
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
県
庁
朿
分
庁
舎
内
）
▼
定
員

…
二
十
人

（
就
職
希
皇
の
女
性

で
全
川
閥
出
席
で
き
る
方
）
▼

受
誚
料
…
無
料

（
敏
材
費
は
自

己
負
担
）
▼
申
込
方
法
◇
期
日

：
二

月
二
十
七
日

（
水
）
◇
時

閥
…
午
前
九
吋
か
ら
午
後
四
時

ま
で
◇
鳩
所
・：
擾
助
セ
ン
タ
ー

ヘ
直
接
来
所
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー

啻（
５
２
１

）
7
7
４
０

藤
田
保
育
所

▼
対
象
児
童
…
平
成
十
一
年
四

月
一
日
の
満
年
齢
が
一
歳
以
上

の
未
就
学
児
▼
募
集
人
員
・：
八

十
人
▼
受
付
期
限
・：
一
月
十
九

日
ま
で
（
土
曜
。
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▼
受
付
場

所
・：
保
健

福
祉
課
福
祉
係
ま
た
は
藤
田
保

育
所
▼
持
参
す
る
も
の
…
印
か

ん
、
会
社
員
な
ど
の
給
与

所
得

者
は
平
成
十
年
分
の
源
泉
徴
収

禀
▼

そ
の
他
◇
保
育
時
間
・：
通

常
保
育
は
午
前

八
時
そ
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
が
、
早

朝
や
夕
方
の

保
育
も
行
っ
て
い

ま
す
。
延
長
保
脊
を
希
望
す
る

鳩
合
は
、
面
接
の
際
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

・
保
健
福
祉
課

福
祉
係

竹
（
５
８
５

）２
７
９
３

・
藤
田
保
育
所

昔（
５
８
５
）
2
3
7
4

電

気

通
信
　

サ

ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

電
気

辿
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

郵
政
省
で
は
、
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
モ

ニ
タ
ー
を
夢
集
し
て

い
ま
す
。

▼
資
格
…
世
話
な
ど
の
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る
二

十
歳
以
上
の
方
▼
内
容
・
：
ア
ン

｢阿武熊川平成の大改修｣説明会

阿武隈川と潟川は、昨年８月末の豪雨など

により大きな被害を受けました。印こａｊても、

国や県などに対し、扱本的改修を強く働きか

けてきました。

その結果。連設酋福鳥工事事務所では、筱

曹を受け た堤防や阿武隈川と滝川の治水の安

全を確保するための「阿武隈川の大改修」を

行うことになりました。

この改修にあたり、町民のみなさま方のご

意見、ご要望をお聞きし、効果的に事業を進

めるための説明会を次のとおり開 催します。

多くの方々のご 参集をお待ちしています。

・日時…１月２２日Ｓ 午後１時３０分

一場所…森江野町民センター

★問い合わせ

建設省福島工事事務所0  ( 546 ) 4331

国見町 遭設鰥　　　 酋( 585 ) 2972



年金教育資金貸付け

厚生年金や国民年金にl{}年以上加 入してい

る方に、入学畤や在学中の教育費を低利で貨

付けています。 また、国民金触公庫の一般教

青ローンとの併用もできます。

融 資 額 厚生年金の方…100万円以内

国民年全の方…50 万円以内

敲資刊率 年2.3 %

返済期間　８年以内（在学期間内は据置）

★申込み・問い合わせ

福鳥県年全福祉協会 き(  522  ) い

県指定標準米

政府米の需要情勢などをもとに、原料構成

と目安価格を変更しました。

目安 価格3  62円
(精米10 包装代込み・税別)

原料 構成 政府米 ４類18 %

変更年月日 平成10年12月１日

★問い合わせ
福鳥県 水田農業振興課0  ( 52D7 0

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
同
答
．
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席
▼
期
間
…

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
十

二
年
三
月
ま
で
▼

応
募
方
法
…

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
．
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

応
募
の
助
機
．
モ
ニ
タ
ー
経
験

の
有
無
を
記
入
し
．
応
募
し
て

く
だ
さ
い
▼
募
集
期
限
…
二
月

二
十
日
ま
で
．

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
9
8
0
1
8
7
9
5

仙

台

市

釁

奥
ほ

本

町
３

の
２

の

２３

東

北

電

気

通

信

監

理

局

’
1
0
2
2

（
2
2
1

）
０

６
2

７

あ
な
た
の
家

計

簿

生

活

設

計

体

験

談

家
計
締
を
つ
け
始
め
た
き
っ

か
け
、
家
計
簿
を
つ
け
た
こ
と

に
よ

る
生
活
の
変
化
、
生
活
設

肝
を
た
て
る
上
で
の
苦
心
、
ア

イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

▼
原
稿
◇
本
文
『
：
四
丙
字
詰
め

康
稿
用
紙
五
枚
以
内
◇
添
付
す

る
も
の
…
家
計
篇
体
験
談
に
は

支
出
内
訳
表
、
生
活
設
針
体
験

談
に
は
般
計
表
（
期
間
は
自
由
）

◇
記
載
嘔
項
…
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
９
．
職
業
、
封

筒
に
は

『
水
計
簿
生
活
設
計
体

験
破
』
と
明

記
▼
募
集
期
限
・
：

二
月
二
十
八
日
ま
で
▼
火
彰
・
：

特
賞
（
五
爾
・
賞
金
十
万
円

）

優
秀
賞
（
十
繃
・
五
万

円
）
な

ど
。

★
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
６
０
‐
8
6
7
0

福
鳥
県

県
艮
生
活
課

ｌ`（
５
２
１
）
7
1
8
０

自
宅
で

大
学
の
授
業

放
送
大
学
で
は
、
平
成
十
一

年
度
四
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
宅
で
大
学
の
授
業

が
受
け
ら
れ
る
放
送
人
学
は
、

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
で
全
国
に
放
送
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
学
生
…
◇
全
科
饅
修
生

（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）
◇
選

科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
）
◇

科
目
履
修
生
（
六
か
月
在
学
）

▼
受
付
期
限
…
二
月
十
五
日
ま

で
▼
放
送
人
学
の
特
長
・：
◇
テ

レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
利
川
し
て
授

業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
◇

入
学
試
験
は
な
く
、
十

八
歳
以

上
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま

す
▼
一
科
目
で
も
学

べ
ま
す
▼

卒
奥
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
．

★
出
願
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
学
園

ｎ

０
４
３
（
２
９
８
）４
2

０
1

届

出
・
催
し

家
屋
の
滅
失
届

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
の
ｔ
地
や
建
物
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
年
中
に
家
屋
を
取
り

壙
し

た
方
は
、
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
家
屋
滅
失
屆
を
税
務
課

へ
鍵
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

税
務
踝

固
定
資
鹿
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
7
9

西
根
堰

農
地
面
積
届

伊
達
西
根
埴
土
堵
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
農
地
而
積
を
基
耶
に

算
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
一
年

度
の
水
利
爽
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
而
積
な
ど
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
柚
け
出
が
必
皿
な
鳩
合
：
‘◇

農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有

権
が
変
わ
っ
た
と
き
◇
地
区
除

外
を
す
る
と
き
◇
羅
営
移
譲
や

死
亡
な
ど
で
名
義
変
更
を
し
た

西 分 署

だ よ り
文
化
財
防
火
ヂ
ー

一
月
二
十
六
日
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
．

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
、
奈
良
・
法
隆
寺

の
金
堂
が
火
災
で
焼
失
、
大
切
な
文
化
財
も
一
緒

に
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た
．

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
、
毎

年
こ
の
日
を

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
と
定
め
、
賢

皿

な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
．

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
祖
先
が
残
し
た
た

く
さ
ん
の
責
重
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
．

私
た
ち

は
こ
れ
ら
を
次
の
世
代
の
人
々
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
ち
よ
っ
と
し
た
不
注
意
や

放
火
な
ど
で
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．

こ
の
槻
会
に
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
痛
め
て
、

大
切
な
文
化
財
を
一
緒
に
守
り
ま
し
よ
う
．

★
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
（
５
８
２
）
3
1
9
0



と
き
◇
農
地
の
貸
借
が
あ
っ
た

と
き
（
水
利
費
の
支
払
義
捐
者

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
届

け
出
期
限
Ｉ

二
月
十
九
日
ま
で
。

★
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

伊

達

西

根

堰

土

地

改

良

区

一`
｛

５

８

２

｝
２

３
－

９

大
検
説
明
会

大
学
進
学
や
各
何
資
格
取
得

の
た
め
、
高
校
卒
業
と
同
等
の

学
力
認
定
の
道
を
ひ
ら
く
大
学

入
学
資
格
検
定
｛
大
検
｝
。
こ
の

説
明
会
と
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
、
ど

な

た

で

も

参

加

で

き

ま

す

。

▼

場

所

…

郡

山

商

工

会

破

所

会

館

▼

口

時
：
一
二

月

十

三

日
（
ｔ

）

午

後

一

時

三

十

分

か

ら

四

時

三

や

分

ま

で

▼

そ

の

他

…

畊

的

に

電

話

予

約

を

お

願

い
し

ま

す

。

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
検
愉
報
セ
ン
タ
ー

圃
0
1
2
0
（
５
５
５
）
０
－

８

社
会

福
祉
　

ナ
イ

ト
セ
ミ

ナ

ー

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
阯
の
仕
恥
に
関
心
の
あ
る
方

や
福
柾
分
野
へ
の
就
職
希
望
者

（
学
生
を
含
む
）
を
対
象

に
セ

ミ
ナ
ー
を
閲
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
…
社
会
福
祉
に
関
心

の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
。
当

日
参
加
も
自
由
▼
受
羂
料
・：
無

料
▼
内
容
・：
ビ
デ
オ
上
映
、
講

演
▼
開
催
日
畤
・
場
所
・；
二
月

三
口

（
水
）
午
優
六
時
か
ら
七

時
Ｅ
Ｆ
分
ま
で

福
鳥
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル

★
問
い
合
わ
せ

椢
鳥
県
社
会
福
祉
協
議
会

ｎ
（
５
２
１
）
5
6
6
2

ご
利
用
く
だ
さ
い

電勳車いすと、この車いすを載せられる軽甄凩車が、

町に配備されました。電勅車いすと、車いすごと乗

ることができる軽自動車を貸し出し、お年寄りや体

の不自由な人にも積極的に社会参加してもらうおう

と始まった事業です。貸出料は無料ですから、どう

ぞご利用ください。

★申込み・問い合わせ先

町社会福祉協議会

( 5 ) 3403

お
知
ら
せ

住
公
返
済
の

軽
減
に
つ
い
て

住
宅
金
融
公
庫
の
ロ
ー
ン
を

返
済
中
の
方
で
、
失
業
し
た
り

収
入
が
大
幡
に
減
少
し
た
方
な

ど
に
対
し
て
、
負
担
を
軽
減
す

る
措
置
を
行
い
ま
す
。

▼
返
済
刈
間
延
長
…
会
社
倒
産

や
収
入
減
な
ど
、
助
務
先
の
事

情
に
よ
り
返
済
が
困
難
に
な
っ

た
方
で
、
一
定
要
件
に
該
当
す

る
方
に
つ
い
て
、
最
畏
十
年
間

延
艮
▼
元
金
据
置
期
閥
設
定
と

据
一

期
間
中
の
金
利
引
下
げ
…

失
巣
中
、
ま
た
は
収
入
が
三
〇

％
以
上
減
少
し
た
方

に
つ
い
て

次
の
措
置
を
行
い
ま
す
◇
元
金

据
置
期
間
設
定
（
最
長
三
年
）

・：
据
置
期
間
巾
は
元
金
の
支
払

い
が
据
え
置
か
れ
。
利
息
の
み

の
支
払
い
◇
元
金
据
置
期
間
中

の
舎
利
引
下
げ
Ｅ
返
済
中
の
愈

利
が
五
％
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、
据
置
期
閥
中
五
％

に
引
下

げ
。
ま
た
、
返
済
開
始
か
ら
十

年
未
満
の
珊
合
は
さ
ら
に
引
下

げ
▼
取
扱
期
限
・：
早
成
卜
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
▼
相
談
先

…
返
済
中
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
住
宅
舍
融
公
庫
東
北
支
店

★
問
い
合
わ
せ

住

宅

金

融

公

庫

東

北

支

店

ｎ

０

２

２
｛

２

２

７

｝
５

０

２

４

教
育
訓
練

給
付
制
度

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
労

働
者
の
雇
用
安
定
と
再
餓
職
を

図
る
た
め
に
、
教
青
訓
練
給
付

制
度
を
始
め
ま
し
た
。

▼
制
度
の
内
容
：
’働
く
人
の
主

体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
雇
用
安
定
と
阿
就

職
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
新
し

い
制
度
で
す
▼
支

給
額
：
こ

定
の
条
件
を
満
た
す

在
職
者
や
退
職
者
が
。
教
育
訓

練
を
修
了
し
た
と
き
、
教
育
施

設
に
支
払
っ
た
経
費
の

八
割
を

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
支
給
し

ま
す
（
上
限
は
二
十
万
円
）
▼

条
件
・：
◇
労
働
大
臣
が
指
定
し

た
教
宵
訓
練
（
通
学
・
通
信
制

あ
り
）
で
あ
る
こ
と
◇
訓
練
開

始
日
に
凧
用
保
険
の
期
間
が
五

年
以
上
あ
る
こ
と
◇
訓
練
施
設

の
修
了
認
定
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
◇
馴
練
剛
始
が
十
二

月
一
日
以
降
で
あ
る
こ
と
．

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県

雇
用
保
険
課

９
（
５
２
１
）
7
3
1４

再

就

職
希
望

登
録

者
支

援
事

業

再
就
職
を
希
望
す
る
方
を
パ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
畊
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者
・：
出
産
、
育
児
。
介

護
を
理
由
に
退
職
し
、
再
餓
職

を
希
望
す
る
方
▼
手
続
き
：
ｉ

世
紀
職
業
財
団
に
登
録
票
を
提

出
▼
有
効
川
間
…
四
年
間
▼
支

観
…
◇
再
蔵
職
情
報
紙
の
送
付

◇
個
別
相
談
◇
教
青
訓
練
費
の

割
引
◇
立
録
者
同
士
の
交
流
会

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
1世
紀
職
業
財
団
福
鳥
事
務
所

｀
″（
５
２
２
）
3
0
3
0

２月の心配ごと相談

５日衝 佐久鬨 纒,４

野村 １そZ4

15日卯 武躬|　 勲,４

浅身やへf14

為 日 圓 菊地 唹助,４

卜 津 Ｗ恵ｈ

●場所 役場(  2 田 )  談 都

・時間 午前９畤～正午

人口と世帯

人口12 月１日現 在
男　5.509 人-4  )

女　5.9  ｰ  3人（ 士○）

計　11. ４２２人 く－４）

出生 ６人 死亡 ５人
転入 １５人 転出 ２０人

世 帯

3  靆 35 世帯 （ －２）

結
婚
お
め
で

と
う

一
條

博

。
‘
・
今

村

さ
よ

子
ｊ

｛
潭

宗

山

東

｝

佐

藤
幸

弘

″
气

杉

内

マ
リ

子

Ｊ（
第

２

）

齊

藤
靖

浩
ｊ

・
古

田

英

美

″
‘
（
板

橋

）

誕

生

お

め

で

と

う

お

子

さ

ん
　
　

保

纉
４

片

甲
新

萼

“

”

良
♂

‐
る

み

子

。
‘

ｌ

ｍ

光
叫

）

陲

衂
大

岬

夕

聡

。
‘
‐
魯

ｆ

。
‘
　

徊

９

）

命
ｍ

皿

萼

。
‘

獅

で

由
輿

。
‘

（

光
町

寺

）

松

加

有

叭
子

、
。

‘

美

孝

″
‘
‐
ア

ル

パ

ー
ネ

リ

サ

。
‘
　
　

貢

巴

孵

訐

怒

埋

’
‘

秀

人

ぐ

由

羮

。
な

泉

Ⅲ
！

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小

林

一
助

’
‘
　

∞
　
　

（

原

町

）

商

橋
（

ル

ヱ

。
‘

８９
　
　

｛

第
Ｈ

｝

吉

川
彌

卉

。
‘
　

７９
　

｛

山

根

｝

高

野

キ
ミ

。
‘
　

旬
　

｛
４

収

｝

大

波

治
男

。
‘
　

７２
　

（

第

８

）

商

椣

米
苟

‘
　

７６
　

｛

大

坂

｝

齊

麟

木
藏

。
‘
　

８４

（
石

毋

田
西

）

鈴

木

幸
一

丿
　

８２
　
　

｛

川

内

｝

菊

地

ミ
ツ

ノ

’
‘

一`

（
石

毋

Ⅲ

哩

穴
μ

傑
夫

’
‘
　

劼
　

（
第
－

）

（
1
2
月

勾
日

届

出

分

ま

で

）



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センタ ー)

価 ( 田 5 ) 2676 FAX  ( 5 ) 2707

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫

～

子
ど

も
ま

つ
り
～

公
民
館
主
催
の
子
ど
も
ま
つ
り
は

十
二
月
六
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ

ス
を
前
に
、
人
形

劇
や

ゲ
ー
ム
、

創
作

活
助
を
通
し

て
、
親

子
や
友
連

と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て

も
ら
お
う

と
毎

年
開

い
て

い
る
も
の

で
、
幼
稚

園
児
と
小
学
生

、
お
父
さ

ん
、
お
母

さ
ん
な
ど
約

二
百
七
十
人

が
参
加
し
ま

し
た
。

は
じ
め

に
、
人
形
劇
サ

ー
ク
ル
「
エ

プ
ロ
ン
」

の
み
な
さ

ん
に
よ

る
人
形

劇
を
楽
し

み
ま
し
た
。
引

き
続
き
内

池
和
子

さ
ん
、
杉
崎
一

江
さ
ん
を
講

師
に
、

く
に
み
女
性

敏
室
生
の
協
力

を
得
て

、
折
り
紙
で

壁
飾
リ
つ
く

り

と
、

ク
リ

ス
マ
ス
ケ

ー
キ
づ
く
り

に

挑
職
し

ま
し
た
。

レ

ー
ス
ペ
ー
パ

ー
の
上
に
折
り
紙

の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス

を
は
り
、

か
わ

い
い
壁
飾
り
を
つ

く
っ
た
後
、

高
さ

約
三

メ
ー
ト
ル
と
ニ

メ
ー
ト
ル

の
二

本

の
モ

ミ
の
木

に
、
に
ぎ
や

か
に
飾

り
付
け

を
し
ま
し

た
。
ま
た

、
ケ
ー

キ

づ
く
り
は
、
ス

ポ
ン
ジ
ケ

ー
キ
を

使

っ
て
、
生

ク
リ

ー
ム
。

い
ち
ご
な

ど

で
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し

、
参
加

者

全
員
で

お
い
し
く

い
た
だ
き

ま
し

た
。
最
後
は
、
サ

ン
タ
ク
ロ

ー
ス
も

登
場
し
、
子
ど

も
た
ち
は
人

寤
び
で

し

た
。

一
日
講
師
大
会
で熱

弁

～
阿
津
貿
志
学
級
～

二
回
日
を
迎
え
た
阿
沖
員
志
学
級

一
日
甜
師
大
会
が
十
二
月
三
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。学

級
生
な
ら
だ
れ
で
も
自
由
に
、

自
分
の
設
定
し
た
自
由
な
テ
ー
マ
の

も
と
。
大
幼
の
仲
間
の
前
で
適
度
の

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
の
講
演
。
そ

し
て
、
聞
き
手
も
ま
た
期
待
、
緊
張
、

心
配
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
の
学
習
。

「
心
の
若
さ
を
維
持
・
向
上
さ
せ
よ

う
」
と
開
か
れ
た
こ
の
人
会
に
は
。

当
初
、
七
人
が
出
場
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
風
邪
の
た
め
一
人
欠
席
。

六
人
の
学
級
生
で
咽
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
豊
か
で
色
潼
く
、
教
訓
あ

り
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
話
、
楽
し
い
臨
、

そ
し
て
子
ど
も
時
代
に
戻
れ
る
話
な

ど
一
時
間
三
十
分
が
、
あ
っ
と
い
う

問
に
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
今
回

も
大
成
功
で
し
た
。

来
年
度
の
三
回
人
会
に
は
。
も
っ

と
多
く
の
学
級
生
が
演
壇
に
立
っ
て
、

大
い
に
熱
弁
を
奮
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本

ス
ポ

少
顕
彰
受
賞

～
国
見
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
～

国
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
。
平

成
十
年
度
（
財
）
日
本
体
育
協
会
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
体
表
彰

を
受
け
、
十
二
月
一
口
、
杉
妻
会
館

に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
発
足

し
て
一
二
十
敗
年
を
数
え
、
現
在
六
団

体
・
百
二
ｔ
（

人
の
団
員
匸

こ
十
人

の
指
導
者
で
活
助
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
。
四
地
区
の
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、
昭
和
六
十
一
年
に
ソ
フ

ト
ス
ポ
ー
ツ
連
合
会
を
結
成
し
、
伊

達
三
町
の
少
年
団
と
の
交
流
大
会
や

駅
伝
競
走
大
会
を
閧
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

宮
城
、
山
形
、
福
鳥
と
の
三
県
交
流

柔
道
大
会
を
開
催
、
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
冊
少
年
健
全
育
成
を
目

的
と
し
た
剣
道
大
会
を
桑
折
町
と
合

同
で
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
連

携
を
保
ち
な
が
ら
活
助
を
継
続
し
、

肥
鰍
の
向
上
や
勝
ち
負
け
の
み
な
ら

ず
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
少
年
の
健
全

脊
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

頭
彰
伝
違
式
に
は
、
神
津
武
志
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
が
出
席
、

福
鳥
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
か

ら
願
彰
の
伝
漣
を
受
け
ま
し
た
。



新生活運動にご協力を
●結鳩披鑠寥は簡素にし、会費糾としまし

ょう。会費は１万円以内とし。引出物は

自粛しましょう。

・お見舞いは３千円以内とし、快気祝いは

自粛しましょう。

●香典は･2千円以内とし、お返しは自 粛し

ましょう。

国見町釿生活運動推進委員会

観月台 文化情報

魴いきわせ●●●孝１字雷● 文化暃0  ( 585 ) 2676

子
育
て
教
室

閉
講
式

昨
年
五
月
に
開
講
以
来
、

十
六
回

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

『
ｆ

育
て
教

室
』
が
、
十
二
月
十

八
日

に
閉
講
式

を
迎
え
ま
し
た
。

良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ

た
こ

の
日
、

二
十
二
人
の
教
室
生

と
十
二
人

の
保

育

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
集
ま
り

ま
し

た
。

式
で
は

、
教
室
の
担
当
者

か
ら
一

年
間

の
学
習
の
状
況
な
ど
の
話

が
あ

り

、
そ
の
後
、
教
室
生
を
代
表
し

て

債
藤
直
子
さ
ん
の
お
礼
の
こ

と
ば
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
代
表
し
て

太
田
栄

子
さ
ん
か
ら
教
童
生
へ
の

ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
子
供

た
ち
も
、
静
か
に
話

を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り

。
和
や

か
な
閉

講
式
で
し
た
。

閉
講
式
の
後
は
、

敏
室
生
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
た
茶
話
会

が
開
か
れ
ま
し

た
。
お
楽
し
み
抽
選

な
ど
も
あ
っ
て
、

こ
ち
ら
は

に
ぎ
や

か
に
楽
し
く
交
流

を
深
め
ま
し
た

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ

ん
、
一

年
間
た

い
へ

ん
お
世
話

に
な
り

ま
し

た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

県

北
中

が準
優
勝

～
郡
内
一
周
駅
伝
～

第
十
七
回
伊
達
郡
内

一
周

駅
伝
競

走
大
会
は
十
二
月
六
日

。
飯

野
町
役

増
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
郡

内
九
町
を

経
由
し
て
保
原
町
中

央
公
民
館
前
に

ゴ
ー
ル
す
る
コ
ー

ス
で
開
か
れ
、
中

学
の
節
で
県
北
中

が
準
優
勝
、
一
般

の
部
で
も
国
見
町

が
第
四
位
に
な
る

な
ど
、
口
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
存

分
に
殆
押
し

ま
し

た
。

こ
の
大
会
は

、
伊
達
地
方
体
育
協

会
の
主
催
で

開
か
れ
、
一
般
の
部
に

ト
ニ
チ

ー
ム
、
中
学
の
部
に
十
一
チ

ー
ム

が
出

鳩
し
、
五
五
・
一
　
（

。
般
1
2

区
間

、
中
学
1
3
区
間
）
で
健
脚
を

兢

い
ま
し
た
。
主
な
成
績
は
次
の

と

お
り
で
す
。

▼
一
般
の
部
（
総
合
）
◇
四
位
・：
国

見
町
（
３

時
間
1
0
分
5
2
秒

）
▼
中
学

の

部
（
総
合
）
◇
準
優
勝
・：
県
北
中

（
３

時
間
2
4
分

叙
秒

＝
大
会

新
）

▼

区

間

賞

◇

．
般
の

部
・：
本

間
明

美

（
四
区
）
◇
中
学
の
部
・：
羽
根
田
孝

輔
（
三
区

）、
石
塚
博

和
（
七
区
）
、

佐
久
閥
義
弘

（
十

こ
区
）

第７回町長杯囲碁・将棋大会

日啼 ２月７日Ｓ

黶付 午前Ｓ畸Ｓ分

闢麕 午翳９畸

翕嵋 矚月自文齔センター 第 一

會豊 一lt10gXgll、小・中学生５衂円（儺貪代會む）

対象 町民及び町内の●●に●●する愛好者

裹留 ・A  ､  3 鏖 優屬．魯優勝ｺ 位 -  2  位 .  1

・Ａ鑞優膕●に町長杯を欄●

申ａみ １月27日まで生涯学警保へ

(言黠での申込みも可)

出愛・ふれ愛スキーツアー

日畤 ２肖14 日剛

午輿７畤 文化センター出発（榲柾バス軻剛

場所 箕輪ス４－噛

封象 町昃及び町内の騷壗に魴務する独身の男女

定禺20 人

会費1000 円

（ 傷害像黷、ａ皿遭通斤軻を會む．リフト代.

晝食代は自己角岨　　　　　　　

）

申込み ２月８日章で愡邏学警皿へ

(電話での申込みも可)

ダンベル体操教室

日 畤 ２月５日、¶2 日 . 鵜 日 . 日

午後７畤3C分～９畤

場 所 軈月會文化センター

対 食 町昃30人（小中高生は障く）

内 容 碁拿的なダンベル俸楝、ストレッチ体甘･

 加 料 無 料

應●するもの ・ 勸に違した皿装、タオルなど

申込み ２月｜日まで廿●倖胄係まで

(電話での申込みも可)

歩くスキー教室

日畸 ２月 日

午前６畸30 分 文化センター世発

（樞祉パス刊用）

略所 櫨・ 代町 ●鳥スキー魯

クロスカントリーコース

対食 一般町民（小中学生は保霜者岡伴）

宦尚30 人

会費2000 円（賃スキー．亀遠通叫全を含む）

申込み ２月１５Ｂまで社会体育係まで

(電緜での申込みも可)

柵丿尸｣匹
|諄 怛げ一



無
事
故
に
向
け
て

12月３日に開かれた岡見町交通対策協輿会．

この席で「ハンドルを鬢る人も通行する人も交

過安全の心がけが大切です．年末年始の無事故

無違反を火現するためのご意見をお聞かせくだ

さい」と冨永町長．

受
賞
者
を
た
た
え
る

叙勲 を受ｌ し た安違 麌造さん． 桐1こ公月さん．

加● 新さ んと． 町表彰 受賁 者な ど約150 人 が出

席し て．祝賀 会ヵ｛闢 かれ ました．安 達さんは「こ

の 受傘 を機 に今後 も町の 発鰄 のため にお 手伝い

し たい 」とあ いさつ．

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

藤
田
保
膏
所
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
．
子
供
た
ち
は
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
た
ち
の
前
で
お
遊
戯
や
お
芝
居
を
妓
露
し
ま
し
た
．

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
も
豊
場
．
ｆ
供
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
．

農
家
の
女
性
の
生
活
教
室

良水の女性への期待がますます鳥まる巾、農

家生活に必痿な知嵐や技術を身につけてもらお

うと生活教室が開講しました．研修視察で見聞

を広めたり、講演を聞いたりの学習が２月まで．

４回開催されます．

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

森
江
野
小

の
児

童
た
ち

お
正
月

父
と
ゆ
っ
く
り

み
か
ん
食
べ

村
上
智
士

露
よ
陦
れ

い
じ
け
た
心

白
に
な
れ

八
懋
匱
昊

爾
だ
る
ま

Ｉ
人
ぼ
く
椅
つ

授
業
中

西
田
雅
史

寒
い
明

こ
の
ま
ま
ふ
と
ん
に

い
た
い

ぽ
く
　
　
　
　
　
　

吾
妻
怒
太

初
詣

算
数
好
き
に

な
り
ま
す
よ
う
に

寺
島
亜
希

木
が
ゆ
れ
る

雪
が
飛
び
お
り

ダ
イ
ビ

ン
グ
　
　
　
　
　
　

本
多
俊
晴

三
李
期

李
カ
テ
ス
ト
に

な
や
む
こ
ろ

菊
地
め
ぐ
み

ふ
き
の
と
う

よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と

大
地
を
ゆ
す
る
　
　
　

菊
地

裕

児
－

生

促
文

―
『

く
に

み

第
3
0号

』

か
ら
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